
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｐｏｉｎｔ光学系における受光側高さ制限スリット 

 

  

 

 

 

 受光側の高さ制限スリットは、極点図のα方向の分解能を決定します。 

 ゴニオ半径１８５ｍｍの場合、５ｍｍの高さ制限スリットが付属します。 

 この５ｍｍの高さ制限スリットはステップ幅５度に対応しています。 

 通常ＯＤＦの極点測定はα、β共５度とされている。 

 

 受光スリットは極点図の分解能に影響する結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１０年０５月３１日 

 

 

 



測定条件 

 ４０ｋＶ－４０ｍＡ 

 ＤＳ＝１／２ｄｅｇ．(高さ制限２ｍｍ) 

 Ｓｃｈｕｌｚスリット 

 ＳＳ＝ＲＳ＝７ｍｍ 

 比較 受光側高さ制限スリット５ｍｍのありなし 

高さ制限あり（Ｈ＝５ｍｍ）｛２００｝           なし（Ｈ＝ｏｐｅｎ）｛２００｝ 

 

 Ｍａｘ＝143640                Ｍａｘ=170969 

 

データ処理後（ＢＧ，Defocus,強度規格化）β＝０、α方向プロファイル 

 

 

規格化後のＭａｘ強度は受光側高さ制限付きが勝る。 
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｛１１１｝で比較 

Ｈ＝５ｍｍ                     Ｈ＝ｏｐｅｎ 

 

 Ｍａｘ＝560357                 Ｍａｘ＝636987 

データ処理後（ＢＧ，Defocus,強度規格化）β＝１８０、α方向プロファイル 
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｛２２０｝で比較 

Ｈ＝５ｍｍ                     Ｈ＝ｏｐｅｎ 

  

  Ｍａｘ＝140533                    Ｍａｘ＝166481 

 

データ処理後（ＢＧ，Defocus,強度規格化）β＝１８０、α方向プロファイル 
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